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☕活動報告 
■名瀬谷戸の会 

 1 回目 定例活動 

・日時：6月 6 日（土）10:00～15:00 

・参加者：合計 41 名   

JFIK：9 名 地元・地域：11 名 ファミリー：11 名 

横浜メダカの会：9 名 見学：1 名 

・作業内容：●ゾーン 1 の草刈り ●ゾーン 6のササ刈り、草刈り   

●希少種保護マーキング・生息数調査 ●里山体験農園作業 畑の 

耕し、畝作り ●横浜メダカの会 メダカ池整備、水質調査、水生 

生物調査、金沢動物園矢崎さんよりアドバイス、給水ホースの確 

認、無農薬稲の配布 

 

 2 回目 定例活動 

・日時：6月 14 日（日）10:00～15:00 

・参加者：合計 14 名  

JFIK：4 名 地元・地域：4 名 ファミリー：5 名 見学：1 名 

・作業内容：●ゾーン 6 マダケ林下の草刈り・ササ刈り，通路の草刈 

り クリ林への侵入マダケ刈り払い除伐、学習農園周辺草刈り通 

路脇側溝ゴミ清掃・泥片付け ●学習農園サツマイモの植え付け  

 

 3 回目 定例活動 

・日時：6月 15 日（月）11:00～15:00 雨のため、遅れて開始 

・参加者：合計 12 名 JFIK：4 名 地元・地域：8 名  

・作業内容：●ゾーン 6 のササ刈り、草刈り ●土日用駐車場、及 

び久右衛門邸お客様第二駐車場の草刈り  

 

 4 回目 定例活動 

・日時：6月 22 日（月）10:00～15:00 

・参加者：合計 16 名 JFIK：7 名 地元・地域：9 名  

・作業内容：●ゾーン 6 の草刈り・片付け、クリ林に侵入したマダケ 

の除去と草刈り ●ゾーン 8 の草刈り、希少植物の保護 ●希少種 

生息数の追加調査     

（福田 記） 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

集合写真 

サツマイモの植え付け 

     ゾーン 6 での草刈り 

ゾーン 8 での草刈り 
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■神奈川の身近な自然を訪ねて「金目川と花菜ガーデンで初夏の草花を楽しむ」 

日 時：6月 17 日（水）、20 日（土） 10:00～14:45 

参加者：一般 37 名（17 日 31 名、20 日 6 名） 

スタッフ：菅原（啓）、広川、西岡、鈴置、田口、佐藤、河野、神田 合計 8 名 

コース：平塚駅→랹랺랻랼랽랾랿→金目駅バス停→金目観音膆뫗뫚뫘뫙뫛→金目川土手沿い→（龍源寺膆뫗뫚뫘뫙뫛）→五ケ郷取水堰→花菜ガー

デン昼食膆뫗뫚뫘뫙뫛・園内探索→あさつゆ広場にて 14:45 頃解散→バス停へ （歩行距離 5 km） 

 

今回の「身近な自然を訪ねて」は平塚市「金目川」中流域に

ある金目観音をスタートし花菜ガーデンまで歩きました。金目

観音はその昔小磯海岸で拾われた観音様を祀ったのが始まりと

されています。ここには重要文化財として本堂内厨子（木造聖

観音立像）（国指定）などがあります。かつて自由民権運動が盛

んな頃境内に村人が集まり植木枝盛らが演説したとも伝わって

います。境内ではハクウンボクやネムノキ、シキミなどを観察

しました。金目観音を出て金目川堤防を川下に向かいます。河

川敷は先日の台風による大雨で大半の植物は流されて砂や礫が

むき出しになっていますが、そんな場所でもツルヨシやカワラ

ヨモギ、アレチハナガサなど逆境に強い植物が残っていました。川の中ではアブラハヤなどの小魚が泳いでお

り、それを狙って堰にはダイサギ、アオサギ、カワウなどが集まっていました。 

出発して 4 km ほどで花菜ガーデンに到着、まずはお昼休

憩を取りました。休憩中に園内ショップを楽しむ参加者も

みられました。6 月は春バラの盛りは過ぎましたがそれでも

十分美しいバラを楽しむことができました。ここのバラ園

の順路はバラの原種から始まって初期品種であるオールド

ローズ、そしてララ・フランス誕生以降のモダンロースと

続いておりバラの歴史を辿ることができる仕組みになって

います。バラゾーンを出るとクレマチスやサルビア、ヘメ

ロカリス、ユリなどの宿根草エリアになります。初夏はこ

れら宿根草が一番華やぐ季節です。尚、現在ヤマユリは県

の花ですが県施設の花菜ガーデンにはありません。湘南の平野部では気候温暖化により 2～3 年前にヤマユリは姿

を消してしまいました。（今は湘南平など少し標高の高いところでないと見ることができません。） 

花菜ガーデンは樹木も観察できます。園の外周はシラカシ、

エントランスではカツラ、ユリノキ、モミジバフウが出迎えて

くれます。園内ではサルスベリ、カエデ、マグノリアに関し多

くの種類を見ることができます。丁度ヤクシマサルスベリの白

い花がいっぱい咲いていました。6 月 17 日は上天気でしたが 6

月 20 日はあいにくの雨でした。ただ梅雨も日本の自然と考えれ

ばそれはそれで楽しく歩くことができました。  （鈴置 記） 
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■四季の森公園 

「特定植物観察会～コケの仲間」 

日 時：6月 20 日（土）13:00～14:30 雨 

場 所：県立四季の森公園 会議室・蛍川橋そばの石積み周辺 

参加者：一般 18 名 公園職員 1 名 

スタッフ：倉田、上野、鈴木（茂）、日比野、藤田、山本（洋） 

 

 午前中はなんとか曇りで持ち堪えましたが、予報の通り昼頃から雨が降

り始め、開始時刻の 13 時には本降りとなりました。参加申し込み 20 名で

満員御礼でしたが天候理由のキャンセルが 2 名あり、18 名の開催となりま

した。まず北口管理事務所前の会議室でスタッフ紹介と資料配布を行い、

スライドを上映しました。コケと名が付くいくつかの植物のうち、コケ植

物とそれ以外の区別、コケ植物の中には蘚類・苔類・ツノゴケ類があって

今回は蘚類と苔類が観察対象であることを紹介しました。コケ植物に共通

する外観的特徴をいくつかとりあげ、特に体が小さく根もないため種子植

物などが住めない場所でも生育できること、変水性によって乾燥に耐える

ことを強調し説明しました。茎葉体のみの蘚類と、茎葉体と葉状体がある苔類のおおまかな形態、蒴帽（さくぼ

う）、蓋（がい）、蒴歯（さくし）の有無を駆け足で説明し、実際に今回の観察会で見ることができる種類のコケ

を、ルーペ相当の倍率で捉えた拡大写真を映写しました。スライドの最後には、水を蓄え土壌を守り各種生物を

育むといった、自然環境の中でコケが担っている大きな役割を紹介しました。スライド上映の次に、ルーペの扱

い方の簡単な練習です。ルーペを持ってきていない参加者には貸出用のルーペを渡し、ルーペを目に近づけて固

定して構え、観察対象との距離を動かして使う練習をしました。さあ会議室を出て屋外観察へ向かおう、という

ところで雨足がかなり強くなったため、スライドのハイライトシーンを再上映しながらタイミングを見ていたと

ころ、ほどなく小降りになりました。各自雨支度をして、滑ってコケないよう注意しましょう、などと言いなが

ら屋外の観察場所へ向かいます。 

 観察場所は北口から左手へ向かってすぐの蛍川橋を渡った正面にある石積みです。例年通り園芸ラベルをいく

つも設置して各種コケ実物の名前を表示するとともに、今回は石積みの上で各種コケが観察できる位置を図示し

た A3 図を用意しました。さあルーペを使って見てみましょう、と促

すまでもなく、多くの参加者は石積みに張り付いて思い思いに観察を

始め、配布資料やスライドで上映したコケが実際にどのように見える

のか参加者同士の賑やかな意見交換もありました。スタッフは補助的

な説明と混雑解消のための交通整理をするという、雨にもかかわらず

活発な観察会となりました。14 時過ぎにはいよいよ雨足が強くなり、

当初予定していた全箇所を回ることなく、じっくり石積みのコケだけ

で観察会を終了し、予定より 10 分早い解散となりました。（倉田 記） 

 

「自然を訪ねて～シダの観察」 

日 時：6月 21 日（日）13:00～15:00 晴 

場 所：県立四季の森公園 はす池周辺・しょうぶ園ほか 

参加者：一般 17 名 

スタッフ：日比野、笠原、中澤（均）、山本（洋）、内間、三樹、嶺 

 

雨でコケの美しさが際立つ  

石積みに自生するコケをルーペで観察  
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 ワールドカップ日本対チュニジア戦のキックオフと同時に観察会が始まりました。参加予約は定員一杯の 20 名、

当日キャンセルと当日申し込みがあって 17 名の参加となりました。事務所前で、シダ植物の分類・形態・生活

環・見分け方のポイントなどの話のあと、4名、6名、7名の3班に分かれて園内に向けて出発しました。4名の班

はひどくぬかるんだ坂道も歩くかわりに見られるシダの種類が多い健脚グループです。筆者は 6 名の班でした。 

 事務所脇の築山から観察を始めました。芝の端にイワヒバ科のイワヒバとイヌカタヒバがありました。イヌカ

タヒバの国内自生地は琉球諸島の一部のみで、現地では絶滅危惧

種に指定されています。築山付近は明るく、イヌワラビ、スギ

ナ、タチシノブなども見られました。事務所前の広場の一角で、

街中でもよく見られるイヌワラビと、里山の林縁・林床に多いベ

ニシダが並んで生えている所があり、比較観察しました。イヌワ

ラビはやや明るい所を好み、葉につやがなく柔らか（草質）で、

葉裏の胞子嚢群は線形の包膜に被われています。また、胞子嚢の

ある葉とない葉では葉の立ち方や小羽片の様子に微妙な差（やや

二形性）があります。ベニシダはやや暗いところを好み、葉につ

やがあり少し厚め（紙質）で、胞子嚢群は丸くて赤い包膜に被われていて、二形性はありません。葉を触ったり

裏返したりして説明されたことを確かめました。この 2種は観察会の間ほぼどこでも見られました。 

 北口広場から、はす池右側の木道を進み、右側の斜面のシダを見ていきます。明るい所ではイヌワラビや大き

な二等辺三角形のミドリヒメワラビなど、暗い所ではベニシダやゼンマイ、葉が厚い（革質）ナガバヤブソテツ

などが見られました。明るい小川の護岸に生えたゲジゲジシダやオオバノイノモトソウ、あし原湿原脇のコウヤ

ワラビ、ササ藪の中のトクサをチラ見して、しょうぶ園に入りました。ここでは石炭紀の木生シダの末裔といわ

れるミズニラのほか、シケシダ、スギナ、ミドリヒメワラビなどが観察できました。しょうぶ園から園路に戻り、

暗い林床でリョウメンシダやオオハナワラビ、イワガネソウなどが、沢近く

ではジュウモンジシダやミゾシダが見られました。葉柄下部に鱗片の多いオ

クマワラビやイノデもあり、鱗片の色合いの違いも話題になりました。この

両種は、鱗片の多さが獣の名前がついた由来だそうです。因みに健脚グルー

プでは、ぬかるみを登った先でやはり葉柄下部に鱗片の多いオオイタチシダ

やヤマイタチシダを観察したそうです。漢字では鼬羊歯と書きますが、名前

の由来には定説がないようです。また、シナサワグルミの大木の樹幹には、

つる性のシノブ、マメヅタが見られ、ノキシノブも着生していました。 

 北口に戻る園路沿いの石積みでは、覚えやすい葉の形のゲジゲジシダやフモトシダ、全体に柔らかい毛が多い

イヌシダ、ベニシダの名前をもつのに包膜が白っぽいミドリベニシダ、葉がとても硬いオニカナワラビなどが見

られ、いずれも葉を手に取って、手触りや胞子嚢の様子を確かめることができました。梅雨の晴れ間の暑い 1 日

でしたが、皆さん大変熱心に観察されていました。                     （日比野 記） 

 

■室内勉強会「ウメちゃんミッキーのトンボトーク！」（Zoom オンラインで実施） 

日 時：6月 12 日（金）19:30～21:00 

講 師：梅田 孝氏（横浜市緑の協会「こども植物園」ウエルカムセンター専門員。日本トンボ学会会員）  

三樹 睦月(H27） 

参加者：池田（倫）、薄木、内間、大谷（雅）、梶浦、藏田、菅原（あ）、鈴置、鈴木（敏）、瀬尾、滝澤、田口 

田中（哲）、中澤（均）、中澤（靖）、日比野、福田、松井、皆川、渡邉、佐藤（淳）、嶺 合計 22 名  

概 要： 

トーク形式で行われた今回の室内勉強会、梅田さん、三樹さんお二人のゆったり和やかな会話で進行し、奥深

イヌワラビとベニシダを観察 

リョウメンシダ  
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く貴重な話題も多く、楽しくトンボについて学ぶことができた。 

トンボは水田で食害を起こす害虫を食べるため、古来より益虫といわ

れ、日本人と深く関わりがある。弥生時代の遺跡からトンボが描かれた

銅鐸が発掘されたという。 

日本には約 200 種のトンボが生息しており、神奈川県では 93 種が確認

されているが、半分近くは既に絶滅かそれに近い状態で個体数減少の度

合いが急激とのこと。減少の要因として気候変動、外来生物、新型農薬

（ネオニコチノイド系農薬）などがあげられる。気候変動の影響は池や

湿地が干上がることだけでなく、温暖化による南方系種の分布拡大が減

少の起因となっている。タイワンウチワヤンマは四国南部、九州、南西

諸島に分布していたが分布域が北上、2002 年に神奈川県（鶴見区の二ツ

池）で確認された。元々神奈川県に生息していたウチワヤンマとニッチ

の奪い合いが拮抗している。九州では完全にタイワンウチワヤンマに置き換わっている池もあり、このまま温暖

化が進めば神奈川県でもタイワンウチワヤンマが優勢になっていく可能性がある。 

気候変動などが要因でトンボが減っていくのは確かだが、トンボがいなくなる最大の理由はトンボへの関心が

なくなりトンボがいなくなったことに気が付かない、そのことが一番の危機ではないか、と梅田さんは話される。

人間の無関心が生態系を壊していく要因になっているのだと改めて感じた。 

後半は「こども植物園ウエルカムセンター」で昆虫関係の専門員として仕事されている梅田さんの活動を紹介

していただいた。その一つに、年間を通してこどもたちが学ぶトンボ塾があり、市内のトンボの生息状況調査や

外来生物駆除などの活動を行っているそうだ。大きな網を持って調査をしている子供たち、楽しそう。 

でも水辺環境の劣化は著しく、産卵場所の枯渇などからトンボ

を守るには、どこに何がいるかを知ることが大切で、基本となる

のが調査をすること。そして調査は神奈川県だけでなく、日本全

国のトンボの状況を知ることが大事であり、広がりは大きく外国

から日本を見ることも大事と、外国のトンボ調査もされていると

のこと。砂漠のトンボは砂漠色！！ 砂漠のギンヤンマに会いた

い！ 

梅田さん、ミッキー、楽しいトークをありがとうございました。   

（田口 記） 

 

■森こい倶楽部 第 77 回 

テーマ：「山北の里地から文命堤の用水で潤う開成あじさいの里（山北町・南足柄市・開成町）」 

日 時：6月 7 日（日）10:00～15:00 曇のち少雨 

参加者：引田、塙、角田、鈴木（茂）、久野、金子、広川、石川、会員外 7 名、合計 15 名 

コース概要：山北駅→山北鉄道公園・D52→室生神社→岸八幡神社→東光院→般若院→福昌院→岩流瀬用水→岩流

瀬橋→新大口橋→福沢神社→大口土手（文命東堤）→大口広場（昼食）→福沢公園→岡野あじさいの里・岡野

ふるさと公園→瀬戸酒造→瀬戸屋敷→開成町あじさいの里・あじさい公園→上島農村公園→バス停・吉田高校

→新松田駅 

 

今回の「森こい」は、神奈川県の西端に位置する山北町からスタート！ 広場で概要説明とストレッチを終え、

期待を胸にいざ出発です。歩き始めてすぐ、駅前の銀行の庇（ひさし）に目が留まりました。そこでは「イワツ

バメ」たちがひっきりなしに子育てのエサを運ぶ、健気でエネルギッシュな姿が！参加者の多くがイワツバメの

タイワンウチワヤンマ 

トンボの生息調査 
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巣を間近で見るのが初めてだったようで、「可愛い！」「ずっと見ていられる」と、さっそく大好評の観察タイム

となりました。 

■蒸気機関車 D52 の雄姿と、歴史を紐解く「AI 紙芝居」 

次に向かったのは、山北駅の反対側にある

「鉄道公園」です。 ここには、日本最大級の

貨物用蒸気機関車「D52 型」がなんと動態保存

されており、今でも力強く動かせる状態でピカ

ピカに維持されています。かつて丹那トンネル

が開通するまで、この御殿場線こそが日本の大

動脈「東海道本線」であったこと、そして

1,000 m 進むごとに 25 m も登る「25 ‰（パー

ミル）」の険しい急勾配との闘いだったこと

――。そんな歴史のロマンを、今回は生成 AI

で作成した特製の「AI 紙芝居」で披露しました！これが想像以上の大好評。「わかりやすい！」「当時の情景が浮

かぶ」との嬉しいお声をいただき、次回以降も新しい作品を仕込もうと、今からワクワクしています。 

■貴重な植物との出会いと、先人の知恵が息づく「文命堤」 

続いて、流鏑馬（やぶさめ）の神事で名高い室生神社へ。境内では、圧倒的な存在

感を放つ大イチョウや、優しく花を咲かせたボダイジュが私たちを迎えてくれました。

さらに道中、いくつかのお寺や神社を巡るなかで、非常に貴重な野生ランの仲間「ム

ギラン」を発見！これぞ自然観察の醍醐味です。 

そして、足を進めて向かったのは歴史的な治水遺構「文命堤（ぶんめいつつみ）」

です。 かつて、暴れ川として近隣の村々を苦しめていた酒匂川。その氾濫を食い止

めるため、江戸時代に登用されたのが、あの二ヶ領用水の開削などで名を馳せた田中

休愚（きゅうぐ）でした。 川の流れの向きを大胆に変え、巨岩にぶつけて勢いを弱

めつつ、蛇籠（じゃかご）や弁慶枠といった当時の最新技術を駆使して築かれた強固

な堤防。重機もない時代に、これほど壮大なプロジェクトを成し遂げた先人たちの熱

意と苦労の跡に、一同深く胸を打たれました。 

■五感で楽しむ！あじさい祭りと「開成ブルー」の絶景 

大口広場で心地よい風を感じながら昼食をとった後は、いよいよ「あじさい祭り」で活気あふれる開成町へ！ 

一歩足を踏み入れると、どこを見渡しても色鮮やかなアジサイと、それを愛でるたくさんの観光客の笑顔で溢れ

ていました。なかでも周囲の目を引いていたのが、「開成ブルー」と称される品種です。吸い込まれそうなほどに

深く、瑞々しい青色は、息をのむほどの美しさでした。また、アジサイの足元で負けじと真っ直ぐに背を伸ばす

「タチアオイ」も大人気。珍しい八重咲きや、シックな黒色の花など、そのバリエーションの豊かさにカメラの

シャッターが止まりません。散策の途中、生憎すこーしだけ雨がパラつい

てきましたが、「アジサイにはやっぱり雨がよく似合う！」と、しっとり濡

れた花びらの風情をむしろ贅沢に楽しみながら歩みを進めました。ほどな

くしてバス停に到着し、終点の新松田駅まではあと少しです。 

■最後に：五感が満たされる特別な一日、あなたも一緒に歩きませんか？ 

今回の森こいは、「鉄道公園（旧東海道本線のロマン）」、「文命堤（先人

の知恵）」、「あじさい祭り（季節の絶景）」という、贅沢すぎる 3 つの大き

な見どころが詰まった大満足の一日でした。それぞれのスポットが地域の

歴史や人々の暮らしと深く結びついており、ただ歩くだけでは気づけない

AI 紙芝居 

室生神社のボダイジュ 

開成あじさいの里アナベル 

D52 と記念撮影 
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「先人たちの想い」に触れる、豊かな時間を過ごすことができました。 

机の上の勉強だけでは味わえない、五感で感じる驚きと発見が「森こい」には毎回溢れています。 少しでも気

になった方、ぜひ次回は私たちと一緒に、新しい発見の旅へ出かけてみませんか？ 

次回の「森こい」も、あっと驚く仕掛けや素敵な景色をご用意しています。どうぞお楽しみに！ （石川 記） 

 

■鳥こい倶楽部 2026 第 7 回「箱根湯坂路と早川」 

日 時：6月 10 日（水） 10:00～17:00 霧のち晴 

コース：芦の湯バス停（集合）→阿字ヶ池等散策→芦の湯バス停→湯坂路入口→浅間山（昼食 30 分）→ 

→千条（ちすじ）の滝→小涌谷駅=（登山鉄道）=箱根湯本駅→早川沿い→入生田駅（解散） 

参加者：嶺（案内人）、中澤（均）（幹事）、中澤（美）*、三樹、田口、山本（明）、菅原（あ）、西岡、松井、角

田、久野、篠田、辻 以上合計 13 名（*：一般） 

 

芦の湯バス停から、まず周辺の別荘地と阿字ヶ池や弁財天などを散策。あいにくの小雨＆霧で思ったように鳥

を見ることができない中、ウグイスやイカルの囀りを聞きながら、遊歩道脇のサンショウバラやノイバラ、エゴ

ノキなどの花々を観察しました。 

それから芦の湯バス停に戻り、車道沿いに歩きながらヤマボウシやコアジサイの花を観察。湯坂路に入るとナ

ツトウダイの群落があり、バライチゴの白い花、シモツケソウのピ

ンク、コナスビの小さく黄色い花、そしてクラマゴケやカントウマ

ムシグサを確認しながら浅間山へ。徐々に霧も晴れ、カラ類やコゲ

ラも登場。キビタキの声も聞こえてきました。浅間山山頂付近で昼

食と記念撮影のあと、千条の滝に向かう林の中ではキツツキのドラ

ミングや餌を求めて親を呼んでいると思われる幼鳥の声が響き渡っ

ていました。千条の滝で一休み、集合写真を撮って小涌谷駅へ。こ

こから箱根登山鉄道で箱根湯本駅に下り、早川沿いに下流に向かい

ながら野鳥を探しました。 

早川ではサギ類、セキレイ類の他、鳴き声が美しいイソヒヨドリや

人気のカワセミとの出会いもありました。早川は魚を放流しているの

か、釣り人の姿の他、鳥避けと思われる糸がいくつも張られていて、

飛んできたカワウが爆竹で追い払われていました。しばらく歩くと神

奈川県立生命の星・地球博物館が見えてきました。博物館前の広場で

鳥合わせをして最寄りの入生田駅で解散となりました。 

野鳥は少し物足りなかったけれど、花々が咲き、暑すぎず快適なハ

イキングでした。お疲れさまでした。      （中澤（美） 記） 

 

＜本日の観察種＞ 

1.マガモ、2.カルガモ、3.カワウ、4.アオサギ、5.ダイサギ、6.コサギ、7.ホトトギス、8.トビ、9.カワセミ、

10.コゲラ、11.アカゲラ（またはアオゲラ）、12.スズメ、13.ハシボソガラス、14.ハシブトガラス、15.ヤマガ

ラ、16.シジュウカラ、17.ツバメ、18.イワツバメ、19.ヒヨドリ、20.ウグイス、21.ヤブサメ、22.メジロ、23.

ムクドリ、24.クロツグミ、25.イソヒヨドリ、26.コサメビタキ、27.キビタキ、28.キセキレイ、29.ハクセキ

レイ、30.セグロセキレイ、31.カワラヒワ、32.イカル 番外 ガビチョウ、ドバト 

 

千条の滝で集合写真 

早川に架かる前田橋を渡る 
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☕リレーエッセイ 

文学の中の木 
 

 

 

R7 薄木 みさ子  

小説を読んでいて植物の名が出てくると、イメージがむくむくと立ち上がります。 

文学作品で、樹種名を記して木を取り上げることは多々あります。日本ではどんな種類の木をよく作家が取り

上げるのか。ネット上にうってつけのデータベースを見つけました。大阪の中川木材産業の代表が、明治期以降

の著名作家のうち故人となった作家 87 人 1,435 作品を調査し、作品ごとに登場する樹種をしらみつぶしにカウン

トした上、作家別・樹種別にデータベース化した労作を自社のホームページに掲載して下さっています（学術的

に厳密な調査でないことにはご留意ください）。 

1 位から順当にサクラ、マツ、スギ。続いてケヤキ、ヤナギ、ウメ。7 位のクリに目がとまります。宮沢賢治で

した。例えば、「どんぐりと山猫」。ご存じのように、山猫からおかしな葉書を受け取った少年が森へ出かけ、ど

んぐりたちのばかげたケンカに「ある意外な判決」を下す話です。以下、「どんぐりと山猫」より引用。 

「栗の木、栗の木、やまねこがここを通らなかったかい。」・・・（中略）・・・栗の木はだまってまた実をばら

ばらとおとしました。 

賢治は、人間だけが特別ではなく、動物も木も風も光も石も、全てが宇宙を構成する対等な兄弟だと感得した

人です。クリは花巻の里山のポピュラーな樹種で、賢治作品では「人の世界から自然への入口の象徴」。少年とク

リの木との間に意思疎通（交感）が成立するのも、賢治にはリアルなことでした。 

私にとって身近な「湘南の森」エリアで、自然の理を語りかけてくれそうな木は、と思案すると、すぐに浮か

びました。森一番のタブノキです。各地に巨木の多いタブノキとしてはさほど巨きくはありませんが、力感あふ

れる堂々たる枝ぶりは風格に満ちた王のよう。耳を傾ければ、きっと答えてくれるはずです。タブノキは神事と

の関連が深く「霊（たま）が宿る木」を意味する「タマノキ」から転訛してその名になったとする説もあります。 

さて、くだんのデータベースに戻ってタブノキを探してみます。タブノキは選外でしたが、データ未整理の現

代作家の中に梨木果歩を発見。記憶をたどって、氏の著作、植物をモチーフ

として語られていく大人のファンタジー「冬虫夏草」を繰ってみると、タブ

ノキを見つけました。明治末年頃と思しき山村で、身重の妊婦が川の中でタ

ブノキの実を踏む重労働をしていてにわかに産気づき命を落とす話。山村に

は、タブの実から灯明油を搾っていた地域があったようです。 

生死が近接していた時代、日本人の暮らしは身の回りの植物を利用するこ

とでようやく成り立っていました。樹木なしに人間の生を繋いでいくことは

できなかったのですね。タブノキもまた地方によっては生活必需品で、その歴

史は遠く縄文時代まで遡ります。古代朝鮮語で丸木舟を表す「トンバイ」がタブに転訛したとする説を聞くと、

頭の中で、タブノキの巨木をくり抜いた丸木舟が波をかき分けて滑っていきます。 

改めて「湘南の森」のタブノキを見上げたら、木が人と交わしてきた豊かな交感の情景が胸をよぎりました。森

での活動を通して多くの人と分かち合っていきたいです。 

タブノキの実、アボカドのよう 
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☕月間ブックレビュー

書 名：今日からはじめる山登り 

著 者：じゅごん 大輔 

出版社：KADOKAWA 

発行日：2024 年 3 月 4 日 

価 格：1,760 円（税込み） 

感 想： 

今年春から「山と渓谷オンライン」での連載が始まったじゅご

ん大輔さんの山登りエッセイです。 

神奈川を拠点に活動されているので丹沢や秦野の権現山、陣馬

山、高尾山などみなさんにとっても馴染みの深い近くの山から木

曽駒ヶ岳や奥穂高岳のような高山も紹介されています。内容とし

てはレイヤリングやパッキング、あると便利な物などが描かれて

いて、これから山登りを始める人や中級者向けのガイドブックの

ような形になっていますが、ベテランの人からしてもおもしろお

かしく読める一冊となっています。 

山の楽しみ方は人それぞれ異なり、登頂の達成感を味わう人も

いれば野生動物の観察を目的に行く人もいるし、そこで味わえるグルメが目的だったり写真を撮ったり星を見た

りと楽しみ方は沢山あります。同じ山でも他の人からどう見えているのかを知っておくことはお客さんを案内す

るガイドにとっては大事なことのように思います。                      （橋本 武） 

☕掲示板

6月度の会員異動  

6月26日現在  会員数174名 

 

月例会が開催されました 

日 時：6月 26 日（金）19:30～21:00 ZOOM 開催 

出席者：理事12名、監事1名、会員2名  合計15名 

次回月例会 

日 時：7月 31 日（金）17:30～  

 かながわ県民センター 705 ミーティングルーム 

（ZOOM 同時開催） 
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編集後記 

今年春から始めた自家菜園でジャガイモ

を収穫しました。特にミニサイズの芋が

おいしいですね。周りにもおすそ分けし

て喜んでもらいました。（塙） 


